
外科的治療等を繰り返し行ったが症状の改善がみられなかった難治性のびまん性硬化性下顎骨骨髄炎に対して、過去に 2度、第二世代ビ

スホスホネート製剤であるパミドロネートを投与した。１度目の投与後、症状の賞状の改善が見られたが、その後症状が悪化し、2度目の

パミドロネート投与を行った。症状の改善が見られたものの、再度、症状が悪化したため、今回３度目のパミドロネート投与を実施する。 
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